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ま
も
な
く
卒
業
式
を
迎
え
る
、
４
年

生
に
徳
山
大
学
で
過
こ
し
た
日
々
に

つ
い
て
、
ま
た
こ
れ
か
ら
母
校
に
望

む
こ
と
な
ど
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

〈
質
問
項
目
〉

“
氏
名

”

在
学
中

一
番
の
思
い
出
は

何
で
し
た
か
ｃ

Ｏ
徳
山
大
学
に
入
っ
て
良
か

っ
た
と
思
う
点
に
つ
い
て

教
え
て
下
さ
い
．

“

こ
れ
か
ら
母
校
に
望
む
こ

と
は
な
ん
で
す
か
。

■・
罐軽‐|・・

０

田
村

一
弘

０
一
６
月
祭
、
ポ
プ
ラ
祭
を
は
じ
め
実
行
委

員
会
と
し
て
の
運
営
活
動
。
ま
た
、
大
学

祭
実
行
委
員
会
の
、
メ
ン
バ
ー
そ
の
他
学

生
団
体
を
含
む
教
職
昌
↑
学
生
と
の
交
流

の
す
べ
て
。

１‐３１
一大
学
祭
実
行
委
員
会
に
良
い
先
輩
が
い

た
こ
と
ｃ

１１１
一
尾
海

綾
子

一０
一
３
年
に
な

っ
て
か
ら
入

っ
た
サ
ー
ク
ル

活
動
で
自
分
た
ち
の
車
で
あ

っ
ち
こ

っ
ち

行

っ
た
こ
と
。
就
職
活
動
も

い
い
思

い
出

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
・

・
●
●

・
Ｉ

中
ほ
ど
よ
い
自
然
環
境
と
少
し
足
を
伸
ば

せ
ば
徳
山
、
下
松
の
街
が
あ
り
買
い
物
に

も
不
自
由
せ
ず
、
快
道
な
環
境
で
学
生
生

活
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
こ
と
で
す
。一

中
学
部
を
増
や
し
て
、
女
子
学
生
数
を
多

く
し
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

Ｌ

松
村

彰
臣

ｌｌｌ

高

丼

陽

子

‐２‐

維

新

の
道

に
参

加

し
た

こ
と
。

中

多

く

の
友

人
を

得

た

こ
と

．　
一
生
大

切

に
し
て
い
き
た
い
で
す
、．　
　
　
　
　
　
一

中

温
か
い
雰
囲
気
を
持
ち
つ
づ
け
て
欲
ｔ

い
で
す
、́　
　
　
　
・　
　
　
　
．

中
山
本

ミ
キ
子

中
部
活
動
。
陸
上
競
技
部
長
距
離
で
し
た
．

毎
日
の
練
習
は
と
て
も
キ
ツ
ク
高
倉
監
督

や
北
村
コ
ー
チ
か
ら
多
く
の
指
導
を
受
け

ま
し
た
，
中
四
国
イ
ン
カ
レ
の
Ⅷ
メ
ー
ト

ル
で
３
位
に
入
賞
し
て
、
高
倉
監
督
か
ら

「頑
張
っ
た
な
」
●
一握
手
を
し
て
い
た
だ
い

た
時
、
本
当
に
嬉
し
か
つ
た
。

０

多
く
の
素
晴
ら
し
い
先
生
方
や
友
人
Ｌ

出
会
え
た
こ
と
‘

哺
難
波
江

経
史

一０

大
学
祭
実
行
委
員
会
の
活
動
で
、
学
内

だ
け
で
な
く
他
方
面
に
も
知
人
が
で
き
た

こ
と
。
「
つ
る
べ
」
や

「男
同
十
」
に
会
え

た
事
，
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
―――
れ
た
事
。

側

今
の
友
人
出
会
え
た
こ
と
。

ｍ
一
他
の
学
部
も
作

っ
て
欲
し
い
ｔ
も

っ
と

Ｌ

川
人

洋

一

●

ボ
プ
ラ．
祭
の
成
功

一４
年
間
）

田
ボ
ブ
ラ
祭
に
か
か
わ
れ
た
こ
と
。
い
ろ

い
ろ
な
た
に
出
会
え
た
こ
と

自
分
自
身
が
成
長
し
た
こ
と
．

１４１

単
科
大
学
で
な
く
総
合
大
学
を
目
指
し

て
欲
し
い
、
学
生
も
教
員
も
ポ
プ
ラ
祭
に

参
加
し
て
欲
し
い
〔

久
保

真
理
子

―

１‐番
の
思
い
出
は

「維
新
の

ん
の
問
題
に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、

主
催
す
る
側
と
し
て
全
員
が

一
致
団
結
し

て
ポ
プ
ラ
祭
を
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

り
一大
学
祭
実
行
委
員
会
に
所
属
し
、
そ
こ

で
た
く
さ
ん
の
仲
間
と
出
会
っ
た
こ
と
や

た
く
さ
ん
の
学
校
行
事
に
参
加
で
き
た
こ

と
ぅ
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
ｔ
た
こ
，
ヽ

‐４１
先
輩
達
が
の
こ
し
て
く
れ
た
学
生
団
体

同
志
の
結
束
や
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
行
事

一オ
リ
ゼ
ミ
や
維
新
の
道
■
ｏ一
を
続
け
て
欲

し
い
っ

■

山
中

通
生
・

０

１
番

‐の
思
い
出
。
そ
れ
を
■
つ
に
絞
る

こ
と
は
難
し
い
で
す
，　
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
ク
ラ
ブ
活
動
を
通
し
て
、

千
か
つ
た
思
い
や
、
苦
し
か
っ
た
時
期
が

私
に
と
っ
て
、
ひ
と
き
わ
い
い
思
い
出
の

よ
う
に
思
え
ま
す
●
一
　

・

．喘

た
く
さ
ん
あ

‐‐り
ま
す
ｃ
あ
え
て
ひ
と
つ

に
絞
る
と
す
る
な
ら
徳
仙
大
学
に
横
山
先

生
に
ご
侑̈
道
，
い
た
だ
一い
て
い
る

′ヽし、
■
一７
一俳

会
が
あ
つ
た
こ
と
で
す
〓
私
事
す
ぎ
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
っ
た
く
こ
の
一
三
日

に
尽
き
る
と
言
え
ま
す
‐
ほ
と
ん
ど
の
人

学
で
は
学
生
＝
志
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
主
で
し
ょ
一，
が
、
徳
山
大
学
で
は
教

職
員
の
方
と
の
問
柄
も
と
で
も
親
し
く
感

じ
ら
れ
ま
す
本
ち
に
徳
山
大
学
に
入
っ
て

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
，

‐４１

こ
れ
は
徳
―――
大
学
だ
け
に
言
え
る
こ
と

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
に
小
子

高
齢
化
社
会
に
対
応
で
き
る
か
危
機
感
を

も
っ
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
．

徳
大

とム常こ

と

」せ
ま
し
た
．

多
の
感
情
を
わ
か

と
知
り

こ
れ
か

一
一
レ
」
Ｇ

た
。
そ
の
中
の
人
間
関
係
で
様
々

」
の
経
験
は

通
し
て

た
と
思
いの も

期
待
し
た
い
で
す
。

て
欲
し
い
で
す
〓

フ
ィ
ナ
ー
レ
。
学
生
会
と

共
に
よ

と
の
メ
リ

ッ
ト

チ
ヤ
ン
ス
が
多

感
動

て
も
貴
重
な

な

い
付
き
合

で

な体

ず と時 口 (2)(1)
か
ら
萩
ま
で

，‐‐
、
初
め
て

心
に
決
め
て
い
た
の

の
限
界
に ）

と

し
ま

っ
た
。

ん
な
と
お
互
い
励
・

プ

ラ
祭

。

た

く

さ

す

が

、

ま
せ

今
年
は
受
験
生
が
減
少
し
た
そ
う

、
そ
れ
は
近
隣
に
大
学
が
で
き
た

り
、
学
部
が
増
え
た
か
ら
だ
け
な
の
で
し

ょ
う
か
，
私
は
そ
う
は
思
い
ま
せ
ん
し
変

化
が
足
，
な
い
か
ら
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
な
い
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ｉ
私

は
故
郷
の
高
知
に
帰
り
ま
す
が
、
私
で
何

か
お
役
に
立
て
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
何
で

も
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
，

↓

カ

か

ら

こ
そ

毒

舌

に
な

り

ま

対

応

で
一ぎ

て

い
る
と

思

え

ニ

ユ
―

ス

こ
と
は
我
が
徳
山
大
学
の
と

決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
で
し

し
も
今
ま
で
の

り
ま
せ
ん
〓
都
銀
や

倒
産
し
て
し
ま
う
こ
と

ら
れ
な
か
っ
た
こ
と

で
し
た
。
し
か
し
、

え
る
心
強
い
仲
間
に

動
）
に

じ
多
く
の
友
人
を
つ

こ
と
。
サ
ー
ク
ル
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
こ
協
力
い
た
だ

き
有
難
う
こ
ざ
い
ま
し
た
。

ろ

ヽ

の

つ

レ
し
、

の
数
を
増
や
ｔ
て
欲
し

毎内
年日
‐

ル

の

ン

ス

テ

Vヽ

い
だ

ろ
う
ｔ
ｉ

く

る

一

テ
イ
ア
活

の
交
流
を
通

■

υ ヽ



岡
茂
洋
雄
さ
ん
は
２０
代
最
後
の
節
日

と
し
て
安
定
し
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
終

止
符
を
打
た
れ
、
プ
ロ
と
し
て
の
ス
タ

ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
た
れ
ま
し
た
．
徳
山

大
学
初
の
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
で
も
あ

り
、
大
学
ゴ
ル
フ
界
初
の
プ
ロ
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
祝
賀
会
が
、
Ｈ
月
２２
日

ア
ド
ホ
ッ
ク
ホ
テ
ル
丸
福
で
開
か
れ
ま

し
た
し
徳
山
大
学
ゴ
ル
フ
部
Ｏ
Ｂ

・
現

役
を
始
め
、
関
係
者
約
７０
名
が
お
祝
い

に
駆
け
つ
け
ら
れ
ま
し
た
．

最
初
に
佐
藤
理
事
長
よ
り

「我
が
徳

山
大
学
は
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
な
ど
ス
ボ

ー
ツ
で
名
を
挙
げ
て
い
ま
す
が
、
プ
ロ

入
り
は
岡
茂
く
ん
が
初
め
て
で
す
。
後

輩
た
ち
も
岡
茂
く
ん
に
続
く
よ
う
励
ん

で
ほ
し
い
。
」
と
挨
拶
．
ま
た
、
回
廣

会
長
よ
り

「我
々
Ｏ
Ｂ
を
始
め
、
岡
茂

さ
ん
の
知
ら
な
い
所
で
も
盛
り
―‐
が
っ

て
い
ま
す
よ
ｃ
プ
ロ
と
し
て
生
き
残
る

の
は
大
変
で
す
が
、
今
度
は
ス
ポ
ー
ツ

新
開
に
顔
が
大
き
く
載
る
く
ら
い
活
躍

を
行

っ
て
い
ま
す
．
」
と
挨
拶
が
あ
り

ま
し
た
。

会
の
中
で
は
、
岡
茂
さ
ん
よ
り

「徳

山
大
学
の
名
を
日
本
中
に
広
げ
た
い
―

そ
し
て
、
必
ず
３
年
以
内
に
プ
ロ
と
し

て
活
躍
し
、
皆
様
に
恩
返
し
が
し
た

い
！
」
と
強
く
宣
言
さ
れ
ま
し
た
．

翌
日
は
徳
山
大
学
ゴ
ル
フ
部
Ｏ
Ｂ

・

現
役
で
、
岡
茂
さ
ん
と
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

が
催
さ
れ
ま
し
た
ｃ

同
茂
さ
ん
の
印
象
あ
る
コ
メ
ン
ト

「と
に
か
く
練
習
を
や
つ
て
い
れ
ば
、

グ
ー
ン
と
上
が
る
時
が
き
ま
す
。
普
通

は
、
こ
の
グ
ー
ン
と
上
が
る
前
で
止
め

て
し
ま
う
ん
で
す
．
練
習
を
や
り
続
け

れ
ば
必
ず
上
手
く
な
り
ま
す
．
」
に
元

気
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
余
談
で
す
が
、
岡
茂
さ
ん
か

ら

「以
前
取
材

（校
友
会
誌
２０
号
）
を

受
け
た
と
き
、
ア
マ
チ
ェ
ア
で
ト
ッ
プ

を
目
指
す
と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
、
方

向
が
変
わ
っ
て
す
み
ま
せ
ん
…

（笑
三

と
，プ
ロ
と
し
て
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
中
し
上
げ
ま
す
．

岡
茂
洋
雄
さ
ん
の
主
な
成
績

〈
徳
山
大
学
時
代
〉

昭
和

６２
年

４

月
　
徳
山
大
学
経
済
学
部
経
済
学
科
入
学

（ゴ

ル
フ
部
人
部
）

昭
和

６３
年

８

月
　
中
四
国
学
生
ゴ

ル
フ
選
手
権

優
勝

平
成
元
年

８

月
　
中
四
国
学
生
ゴ
ル
フ
選
手
権

優
勝

（
２
連
覇
）

平
成
元
年

８

月
　
日
本

ア
マ
チ

ュ
ア
ゴ

ル
フ
選
手
権

出
場

平
成

２
年

８

月
　
中
国
ア

マ
チ

エ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権

３
位

平

成
２
年

８

月
　
日
本

ア

マ
チ

ェ
ア
ゴ
ル
フ

選
手
権
優
勝

（
ベ
ス
ト

ア
マ
チ

ェ
ア
）

平
成
元
年

Ｈ

月
　
文
部
大
臣
杯
全
日
本
学
生
王
座
決
定
戦

（
マ
ッ
チ
プ
レ
ー
）

ベ
ス
ト

８

平
成
元
年

８

月
　
徳
山
大
学
卒
業

（功
労
賞
受
賞
）

（
ア
マ
チ

ュ
ア
時
代
〉

平
成

３
年

４

月
　
株

ブ̈
リ
ジ
ス
ト

ン
ス
ポ
ー

ツ
中
国
入
社

平
成

７
年

■
月

中
四
国
ゴ
ル
フ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
人
会

優
勝

平
成

８
年

Ｈ
月
　
中
四
国
ゴ
ル
フ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

優
勝

（
２
連
覇
）

平
成

９
年

Ｈ
月
　
中
四
国
ゴ
ル
フ
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会

２
位

平
成

９
年

５

月
　
広
島
県
ア

マ
チ

ュ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権

優
勝

平
成

９
年

６

月
　
中
国

ア
マ
チ

ュ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権

３
位

平
成

９
年

７

月
　
日
本

ア
マ
チ

ュ
ア
ゴ
ル
フ
選
手
権

１２
位

平
成

９
年

９

月
　
大
阪
な
み
は
や
国
体

広
皇
置
代

表
と
し
て
出
場

ゴ

ル
フ
競
技

で
個
人
部
門
優
勝
　
団
体

で
広
島
県
優
勝

（広
島
市
長
よ
り
．

フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
賞
”
受
賞
一

平
成

９
年

１０

月
　
日
本

ア
マ
チ

ェ
ア
マ
ッ
チ
プ
レ
ー
ベ
ス
ト

８

平
成

１０
年

３

月
　
一開
一ブ
リ
ジ

ス
ト

ン
ス
ポ
ー
ツ
中
国
退
社

平
成

１０
年

４

月
　
鷹

の
巣
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
所
属

平
成

１０
年

９

月
　
プ

ロ
テ
ス
ト
最
終
選
考

（
３
次
）

２９
位

タ
イ
で
通
過

平
成

１０
年

１０

月
　
ブ
リ
ジ
ス
ト

ン
オ
ー
プ

ン
出
場

（予
選
落
ち
一

平
成

１０

年

Ｈ
月
　
統

一
テ
ス
ト

（
４
次
一
ト

ッ
プ

で
通
過

水
練
会

（水
泳
部
Ｏ
Ｂ
会
）

総
会
開
催
さ
れ
る

水
泳
部
の
Ｏ
Ｂ
会
で
あ
り
ま
す
水
練

会
の
総
会
が
平
成
＝
年
１
月
郎
日
土
曜

日
、
岡
山
県
倉
敷
市
の
ホ
ー
ル
サ
ム
イ

ン
せ
と
う
ち
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
幹
事
長
の
開
会
宣
言
の
後
、
延

原
宏
会
長

（
１６
期
）
よ
り
、
「会
の
結

束
を
ま
す
ま
す
強
め
水
泳
部
並
び
に
母

校
の
発
展
の
た
め
に
我
々
の
出
来
る
活

動
を
精

一
杯
や
っ
て
い
き
ま
し
よ
う
‐

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
．―
こ
の
後
、
議

案
審
議
し
副
会
長
改
選
で
は
鮎
川
仲

氏

（
１９
期
一
新
設
の
常
任
幹
事
に
延
原

誠
氏

（
１９
期
）
を
選
出
〓
次
期
総
会
幹

事
長
に
松
本
英
樹
氏

（
１６
期
）
が
決
ま

り
来
年
度
総
会
開
催
地
を
姫
路
市
に
決

定
し
ま
し
た
。
最
後
に
現
役
主
将
の
栗

本
君
を
功
労
者
表
彰
し
、
総
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

こ
の
後
、
懇
親
会
で
は
鏡
割
―，
で
開

会
、
約
２
時
間
に
わ
た
り
Ｏ
Ｂ
と
現
役

部
員
と
の
親
睦
が
深
め
ら
れ
ま
し
た
。

翌
日
は
岡
山
市
内
で
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
も

催
さ
れ
ま
し
た
ｃ

精
力
的
に
活
動
さ
れ
る
同
会
で
は
ホ

ー
ム
ベ
ー
ジ
を
開
設
．
ア
ド
レ
ス
を
ご

紹
介
し
ま
す
，

http://WWl.tiki.ne.,p/～ h‐ nObu/
(徳山大学文化体育連合会水泳部水練会公式webサイト)

灰谷健次郎 文化講演菫
「自然・人・子ども」
1999年3月 28日 (日 )
開 場 PMl:30開演PM2:00
場 所/徳山市文化会館
入場料/500円 (全席自由0税込)

校友会会員こ招待

主 催/徳山大学校友会、
徳山市文化振興財団

後 援/徳山大学後援会、KRY山口放送
お問い合わせ/徳山大学校友会

0834-28-7454

1934年兵庫県生まれ。大阪学芸大(現。大
阪教育大)卒。神戸市立の小学校教師の後、

沖縄、アジアを放浪。1974年「兎の眼」を刊
行、ベストセラーとなった。1975年日本児童

文学新人賞受賞。1978年、国際アンデルセ

ン賞特別優秀作品に選ばれる。また「太陽の

子」と共に1979年第1回路傍の石文学賞受
賞。1980年淡路島に居を移し自給自足の生

活を始める。1991年沖縄に移住。最新作は
「すべての怒りは水のことくに」「しりたいね
ん」「ニライ・カナイ」。

プロフィール

束
部
支
部
期
別

同
窓
会
開
か
れ
る
！

去
る
半
成
１０
年
Ｈ
月
２７
日
（金
）
１８
¨
３０

よ
り
敦
埋
徳
山
新
館
に
て
、
こ
の
度
初
め

て
東
部
支
部
期
別
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
ｂ
期
か
ら
２４
期
ま
で
の
若
い
層
を

中
心
に
、
約
知
名
の
出
席
と
な
り
ま
し
た
．

東
部
支
部
支
部
長
の
古
谷
千
男
氏
は

「こ

の
会
は
、
若
い
方
を
中
心
に
発
展
し
て
ほ

し
い
」
と
挨
拶
．
会
は
名
刺
交
換
を
は
じ

め
、
情
報
交
換
も
交
え
な
が
ら
の
ひ
と
と

き
で
し
た
じ

毎
年
、
同
窓
生
の
数
も
増
え
て
い
き
ま

す
，
今
回
の
よ
う
な
同
世
代
の
期
別
同
窓

会
を
、
今
後
も
益
々
期
待
で
き
る
こ
と
で

―
）よ
つヽ
．

一欄
機
■
離
■
■
一
一鶴
）ウ
理
， ス
ヽ
電「希
・飢
虞
ム〓

「徳
山
大
学
の
名
を
日
本
中
に
広
げ
た
い
コ」

●
ヽ 嘔饉懸

峯議

‐■|●・・・‐..|‐・



キ
ヤ
ン
バ
ス
で
思
い
っ
き
り
青
春

を
謳
歌
し
た
学
生
時
代
…
。

そ
し
て
、
実
社
会
に
出
て
新
た
な

フ
ィ
ー
ル
ド
で
、
さ
ら
に
、
活
躍
中

の
徳
大
Ｏ
Ｂ
た
ち
を
ご
紹
介
す
る
コ

ー
ナ
ー
で
す
。
今
回
も
５
人
の
方
を

ご
紹
介
し
ま
す
！

第
１４
期
生

朝
日
生
命
保
険
相
互
会
社

徳
山
支
社
下
松
営
業
所
勤
務

（徳
山
市
在
住
）

渡
辺
　
廣
徳
さ
ん

出身は愛媛県西条市E現在、朝日生命下松営業所で部下 9名 を抱えら
れた指導所長.ま た、日本青年会議所中国地区会議の総務広報委員会副
委員長としても活躍_学生時代はとにかくバイトをいっばいされたそう
ですが、その中でも思い出深いのは城ケliの 喫茶店で十1理を作られてい

た事.夜 になると友人や後輩たちが「安くメンを食わせてくれ」とよく
訪ねて来 r)れたそうです.「あの頃、徳人生は一本気で前の通った奴ら

が多かった !」 と熱く語られました。

3る
」た

・ヽ 0

このコーナー 、|||て いただける方を

募集しています.ご本人もしくは、身
の周 1)の 徳人03の 方がいらっしゃいま
したら校友会事務局まで、お1'1,と 、

掲載用の写真 1枚 をお送 り下さい。
,(.+し くは校友会事務局まで

“活躍する徳大OBたち"
掲 載 者 募 集 中 ::

第
２４
期
生

泉
原
病
院
勤
務

（徳
山
市
在
住
）

藤
原
　
泉
さ
ん

4年 間バスケットボール部での毎日。 4年生時は副キヤブテンを務
められました。中四国地区では負け知らずで、 4年 間連続 インカレ出
場。しかし、いずれも 1回 戦で敗退 したのは無念だったそうです.講
義は佐原ゼ ミが ―番楽 しかったとか_現在は、徳由にある病院の受付
で医療事務をされています.生 まれも育 ちもずっと徳山.徳山をこよ
なく愛されているそうです_休 日は徳大バスケ部のOCた ちで集まっ
てバスケットを楽 しまれています

=

第
２２
期
生

セ
ン
ト
ラ
ル
広
告
勤
務

（宇
部
市
在
住
）

木
村
　
友
広
さ
ん

現在、広告代理店でテレビ・ラジオのコマ~ン ャルの企画提案や、イ
ベントのプロデュース等、広告宣伝・販促|[関する業務に携わり、日々、
山口県内を駆け巡られています.学生時代も大学祭実行委員会で企画・

広報をされていました.ま た4年間、宇部の実家から通学.試験当日は、
わずか 1時間半の電車の中で試験勉強 (暗記1を されていたそうです.
アルバイトも宇部のコンビニと寿司屋で。「多分 ||?,自 分の家から西

村知美の実家が近い…」ことが自慢だそうです´

第
６
期
生

高
藤
　
公
人
さ
ん

高
藤
公
人
税
理
士
事
務
所

（福
岡
市
在
住
）

私
は
第
６
期
生
高
藤
公
人

（昭
和

３２
年
６
，
２９
生
）
と
中
し
ま
す
。
い
つ

も
校
友
会
誌
を
楽
し
く
拝
見
し
て
お
り

ま
す
〓
さ
て
、
先

日
郵
送
し
て
頂

い
た

一と
く
だ
い
」
第
２１
号
を
見
て
お
り
ま

す
と
、
Ｐ
３
日
に
活
躍
す
る
徳
大
Ｏ
Ｂ

た
ち
と
い
う
欄
が
あ
り
、
少
し
た
め
ら

い
ま
し
た
が
私
も
思
い
切
っ
て
筆
を
執

ウる
こ
と
に
し
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、

徳
山
大
学
を
卒
業
し
て
か
ら
、
な
ん
と

早
や
り
年
も
経
っ
て
い
る
と
い
う
こ
の

事
実
が
信
じ
ら
れ
な
い
気
が
し
ま
す

し
、
年
々
学
生
時
代
の
友
人
た
ち
と
は

疎
遠
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
も

し
私
が
Ｏ
Ｂ
と
し
て
掲
載
し
て
頂
け
れ

ば
、
そ
し
て
誰
か
が
こ
れ
を
見
て
私
を

思
い
出
し
て
く
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ

れ
ば
こ
ん
な
に
う
れ
し
い
こ
と
は
な
い

と
思
う
か
ら
で
す
こ

そ
れ
で
は
、
私
自
身
の
概
略
を
説

明
さ
せ
て
頂
き
ま
す
じ

昭
和
■
年
に
徳
山
大
学
を
卒
業
致

し
ま
し
た
，
在
学
中
は
い
ろ
い
ろ
な
友

人
が
で
き
、
楽
し
い
学
生
生
活
で
は
あ

っ
た
の
で
す
が
、
い
ざ
卒
業
し
て
み
ま

す
と
何
を
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
と
い
う

思
い
が
強
く
残
り
ま
し
た
．
そ
し
て
恥

ず
か
し
い
話
な
の
で
す
が
、
大
学
を
卒

業
し
て
初
め
て
自
分
自
身
の
進
路
、
方

向
、
人
生
と
い
う
も
の
を
真
剣
に
考
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
．
知
り
合
い
か

ら
の
勧
め
も
あ
り
何
か
資
格
を
取
得
し

た
い
と
考
え
、
税
理
士
を
目
指
す
こ
と

に
―
ィま
―
ダ
だ
。

そ
し
て
、
長
女
が
生
ま
れ
た
平
成

元
年
に
九
州
北
部
税
理
士
会
へ
税
理
士

と
し
て
登
録
し
、
翌
平
成
二
年
に
独
立

開
業
と
な
り
ま
し
た
．
税
理
士
と
し
て

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
信
頼
を
得
る
べ
く
日

夜
勉
強
に
励
ん
で
お
り
ま
す
。
毎
日
あ

わ
た
だ
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
が
、

ふ
と
徳
大
の
頃
の
み
ん
な
は
元
気
で
や

っ
て
い
る
か
な
あ
―
と
考
え
ま
す
．

も
し
掲
載
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

ぜ
ひ
、
次
の
こ
と
ば
を
誌
面
に
載
せ
て

く
だ
さ
い
．

「
お
―
い
、
徳
大
６
期
生
―

元
気
で
や
っ
て
い
る
か
―
――

み
ん
な
オ
ツ
サ
ン
に
な

っ
た

け
ど
、
勝
負
は
こ
れ
か
ら
だ

ぞ
十
Ｈ
」

Ｆ
■
一一キ
ヽ

Ｆ・■
●
●
ｔ，
暮

rヽ■ ,ヽ■
IⅢ警■1‐

‐‐暴櫻鼈
■

■
■

●

●

●
―
―

―

―

・

．
　

　

　

　

　

　

―

―

・

|=

=~■■__・‐・■■|‐

■ ||

―
〓

■ヽ
一

一・・一一一一一・・一一・一一一一一一一一一一一一一一一一■ 膠



全
国
地
区
対
抗
ラ
グ
ビ
ー
大
会
に
中

国

・
四
国
代
表
と
し
て
出
場
し
た
本
学

ラ
グ
ビ
ー
部
は
昨
年
に
続
き
優
勝
、
大

会
２
連
義
を
果
た
し
ま
し
た
。

平
成
Ｈ
年
１
月
２
日
よ
り
６
日
ま
で

名
古
屋
市
瑞
穂
ラ
グ
ビ
ー
場
で
行
な
わ

れ
た
大
会
、
１
回
戦
、
事
実
上
決
勝
戦

と
い
わ
れ
た
武
蔵
工
業
大
学
と
対
戦
、

２９
１
２７
で
接
戦
を
も
の
に
し
ま
し
た
．

勢
い
に
乗
り
続
く
準
決
勝
、
地
元
愛

知
学
院
大
学
を
５
１
‐７
で
撃
破
、
決
勝

は
東
北
福
祉
大
学
と
対
戦
と
な
り
ま
し

た
「́
初
出
場
と
は
吾
え
、
盛
同
工
、
仙

台
育
英
な
ど
強
豪
高
校
出
身
者
を
揃
え

て
勝
ち
進
ん
で
き
た
東
北
福
祉
大
、
」」飲

戦
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
〓
し
か
し
、

試
合
が
始
ま
る
と
、
徳
大
が
Ｆ
Ｗ
ラ
ッ

シ
ュ
で
圧
倒
、
前
半
２４
分
で
２６
１
０
と

差
を
広
げ
て
、
大
勢
を
決
め
ま
し
た
，

後
半
、
福
祉
人
も
セ
ッ
ト
ブ
レ
ー
で
応

戦
す
る
が
前
半
の
勢
い
で
そ
の
ま
ま
ゲ

ー
ム
も
ト
ラ
イ
、
６２
１
４７
で
圧
勝
、
２

連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
〓

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
本
学
ラ
グ
ビ
ー

部
の
所
属
す
る
中
国

・
四
国
地
区
に
開

ぎ
さ
れ
て
い
た
、
念
願
の
全
国
ラ
グ
ビ

ー
選
手
権
大
会
へ
の
道
が
Ю
年
ぶ
り
に

開
か
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
．
来
年

度
か
ら
は
、
中
四
国
リ
ー
グ
の
１
位
が

東
海
代
表
と
対
戦
、
勝
利
を
お
さ
め
た

場
合
、
さ
ら
に
関
西
第
５
代
表
と
の
決

定
戦
に
臨
み
、
こ
こ
で
勝
て
ば
、
明
治

大
学
と
の
対
戦
も
あ
―，
得
る
、
大
学
選

手
権
出
場
と
な
り
ま
す
．

日
本
十
ッ
カ
ー
が
初
め
て
ワ
ー
ル
ド

カ
ソ
フ
ヘ
出
場
し
た
時
の
よ
う
な
と
き

め
き
を
携
え
た
ま
ま
本
学
ラ
グ
ビ
ー
部

の
あ
く
な
き
挑
戦
は
こ
れ
か
ら
も
続
き

ま
す
。
頑
張
れ
徳
大
ラ
ガ
ー
マ
ン
＝

大
学
恒
例
行
事
で
あ
り
学
生
好
評
伝

統
行
事
と
も
言
え
る
、
強
歩
大
会
も
今

年
で
２０
回
目
を
迎
え
ま
し
た
‘

ｍ
回
記
念
大
会
の
今
年
は
、
姉
妹
校

で
あ
り
ま
す
平
成
国
際
大
学
か
ら
学
長

中
村
先
生
、
学
生
部
長
高
乗
先
生
を
は

じ
め
と
し
て
教
職
員
学
生
１４
名
が
参
加

さ
れ
、
盛
人
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
山

口
県
の
ど
こ
か
に
歴
史
的
意
義
深
く
、

か
つ
体
力
増
進
と
い
う
目
的
を
達
成
で

き
る
場
所
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
、

見
つ
け
出
し
た
の
が
こ
の
萩
往
還
道
で

し
た
。
山
口
か
ら
、
萩
ま
で
の
約
昴
ｋｍ

江
戸
時
代
参
勤
交
代
の
た
め
整
備
さ
れ

た
道
を
遺
跡
を
傍
ら
に
し
な
が
ら
、
山

道
を
越
え
て
行
く
と
い
う
歴
史
ロ
マ
ン

に
あ
ふ
れ
る
こ
の
徳
人
伝
統
行
事
に
平

成
国
際
大
側
か
ら
、
そ
れ
は
是
非
参
加

し
て
み
た
い
と
の
声
が
上
が
り
、
今
回

の
実
現
に
至
り
ま
し
た
．
春
の
本
学
学

生
平
成
国
際
大
訪
間
に
続
き
、
秋
は
こ

の
行
事
に
平
成
国
際
大
か
ら
参
加
し
学

生
交
流
を
行
う
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ

か
ら
の
姉
妹
校
学
生
交
流
の
活
動
の
基

本
と
な
っ
て
い
′
ヽ
こ
と
で
し
ょ
う
。

ひ
た
す
ら
、
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
道

を
行
く
と
い
う

一
見
シ
ン
ブ
ル
に
見
え

る
行
程
の
中
に
、
自
然
の
景
観
や
、
女

と
の
語
ら
い
、
励
ま
し
合
い
、
そ
し
て

歴
史
を
体
感
す
る
と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
が

何
気
な
く
組
み
こ
ま
れ
て
い
ま
す
．
忘

れ
て
な
ら
な
い
の
が
、
旧
宿
場
町
跡

佐
々
並
で
の
昼
食
、
名
物
豆
腐
を
冷
奴

で
舌
鼓
、
女
子
学
生
の
手
作
り
豚
汁
で

し
ば
し
の
休
憩
は
、
心
か
ら
疲
れ
を
癒

し
ま
す
‥
感
動
の
ゴ
ー
ル
は
通
称
二
涙

松
」
と
呼
ば
れ
る
場
所
か
ら
約
３
ｂ
、

終
点
金
谷
天
神
ま
で
疾
走
あ
り
、
歩
く

も
の
あ
り
、
手
を
つ
な
い
で
行
く
も
の

あ
り
で
、
夕
間
に
包
ま
れ
ゴ
ー
ル
．
平

成
国
際
の
参
加
者
も
全
員
テ
ー
プ
を
切

り
ま
し
た
．

こ
の
徳
人
名
物
行
事
と
な
っ
た
萩
往

還
道
強
歩
大
会
．
今
秋
開
催
時
に
は
地

域
や
Ｏ
Ｂ
の

一
般
の
参
加
も
検
討
中
と

い
う
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
盛
り
Ｌ
が
っ

て
い
き
そ
う
で
す
〓

今
年
も
盛
大
に
ポ
ブ
ラ
祭
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
，
２
日
ロ
フ
ア
イ
ヤ
ー
ス
ト

ー
ム
点
火
後
、
江
頭
２

ｍ̈

（男
同
志
）

登
場
＝
大
学
グ
ラ
ン
ド
を
埋
め
尽
く
し

た
観
客
は
騒
然
、
筆
舌
に
尽
く
す
こ
と

の
で
き
な
い
ほ
ど
の
芸
で
、
ス
テ
ー
ジ

の
上
と
下
で
食
う
か
食
わ
れ
る
か
と
い

う
異
様
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し

た
。新

事
業
の
創
出
や
技
術
革
新
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た

「
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
論
講
座
」
が

開
講
さ
れ
ま
し
た
．
同
講
座
は
、
ベ
ン

チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を
育
成
す
る
た
め

の
、
人
材
育
成
・金
融
支
援
な
ど
の
各

種
施
策
を
総
合
的
に
体
系
化
し
た
県
の

「
Ｖ
フ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
％
」
の

一
環
と
し

て
実
施
さ
れ
、
本
学
で
は
大
西
先
生
を

は
じ
め
県
内
外
の
経
済
人
や
大
学
教
授

な
ど
を
講
師
に
招
き
今
年
１
月
ま
で
合

計
１０
回
に
渡
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

ベ
ン
チ
ヤ
ー

ビ
ジ
ネ
ス
論
講
座

平
成
Ｈ
年
２
月
１
日
姉
妹
校
で
あ
る

台
湾
の
中
国
文
化
大
学
よ
り
教
授
２
名

を
招
き
、
日
本
と
台
湾
の
関
係
を
テ
ー

マ
に
し
た
研
究
会
が
教
職
員
、　
一
般
市

民
５ｏ
名
が
参
加
し
開
催
、
最
近
の
台
湾

か
ら
の
留
学
生
の
動
向
と
課
題
、
戦
前

の
台
湾
統
治
、
今
後
の
展
望
な
ど
に
つ

い
て
研
究
発
表
、
討
議
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
ｔ

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
主
将
を

務
め
、
本
年
全
国
大
会
で
は
悲
願
の
１

回
戦
突
破
の
原
動
力
と
な
っ
た
原
さ
ん

が
東
京
三
菱
銀
行

へ
内
定
し
ま
し
た
ｃ

彼
女
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
セ
ン
タ
ー
、
鵬

い
の
長
身
を
生
か
し
て
今
後
ま
す
ま
す

活
躍
さ
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

本
学
で
、
マ
ク
ロ
経
済
や
国
際
経
済

論
を
担
当
さ
れ
て
い
る
南
雅

一
郎
講
師

が
、
東
洋
経
済
新
報
社
の
高
橋
亀
吉
記

念
賞
を

「グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

の
誤
謬
」
と
い
う
論
文
で
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方

は
徳
山
大
学
総
合
経
済
研
究
所
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
ｊ

こ
の
た
び
沼
野
治
郎
先
生
が
徳
山
大

学
研
究
叢
書
１７
号
と
し
て

「私
が
接
し

た
言
葉
と
そ
の
文
脈
」
と
題
す
る
本
を

出
版
さ
れ
ま
し
た
〓
こ
ち
ら
も
詳
し
く

お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
徳
山
大
学
総

合
経
済
研
究
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
ト

ヽ
」
い
．
沼
野
先
生
は
平
成
Ｈ
年
３
月
引
日

を
も
ち
ま
し
て
本
学
を
依
願
退
職
さ
れ

ま
し
た
。

原
小
夜
子
さ
ん

（
月４
年
・
彙
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
）

日
本
リ
ー
グ
ヘ

|||||||||||:III11111111illlll:l.|1111111

「

コ
ヒ」

地
〓
対
抗
大
学

第
２０
回
記
念
大
会
開
催

（江
頭
上
陸
Ｈ
）

瑯
目



評
議
員
候
補
者
募
集
に
つ
い
て

こ
の
６
月
に
現
評
議
員
は
任
期
満
了

と
な
り
ま
す
．―
こ
れ
に
伴
い
、
改
選
を

行
う
た
め
評
議
員
候
補
者
の
募
集
を
行

い
ま
す
．

一
、
評
議
員
と
は

徳
山
大
学
校
友
会
の
会
員
数

（卒
業

生
数
）
は
現
在

一
万
人
を
超
え
て
い
ま

す
．
会
員
全
員
召
集
し
て
の
総
会
は
物

理
的
不
可
能
で
す
．
そ
こ
で
、
平
成
３

年
度
よ
り
各
職
域
、
各
地
区
並
び
に
ク

ラ
ブ
、
学
生
団
体
等
Ｏ
Ｂ
よ
り
代
表
を

出
し
て
も
ら
い
、
総
会
に
代
わ
る
評
議

員
会
を
開
催
し
、
会
の
活
動
を
進
め
て

い
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
代
表

者
が
評
議
員
で
す
。

二
、
評
議
員
の
任
務

毎
年
６
月
開
催
の
評
議
委
員
会
に
出

席
。
そ
の
中
で
活
動
方
針
、
規
約
改
正
、

予
算
決
算
、
事
業
計
画
の
審
議
を
行

っ

て
い
た
だ
き
ま
す
．
こ
の
中
か
ら
幹
事

も
選
出
さ
れ
ま
す
．

三
、
評
議
員
の
任
期

委
嘱
さ
れ
た
年
の
評
議
員
の
日
よ
り

二
年
経
過
後
の
評
議
員
会
の
日
ま
で
で

■，四
、
評
議
員
の
選
出
方
法
に
つ
い
て

本
年
１
月
に
評
議
員
選
出
委
員
会
が

発
足

（委
員
長

・
藤
岡
正
史
氏
）
後
述

基
準
に
該
当
す
る
Ｏ
Ｂ
団
体
よ
り
評
議

員
候
補
者
推
薦
状
と
母
体
名
簿
を
提
出

し
て
も
ら
い
ま
す
ｃ
（こ
れ
ま
で
評
議

員
を
務
め
ら
れ
た
団
体
お
よ
び
４
号
議

員
に
つ
い
て
事
務
局
よ
り
連
絡
通
知
し

ま
す
ご

こ
の
提
出
さ
れ
た
推
薦
状
に

基
づ
き
候
補
者
名
簿
を
作
成
、
選
出
委

員
会
、
幹
事
会
の
審
議
を
経
て
、
選
出

と
な
り
ま
す
．

評
議
員
候
補
者
推
薦
状

提
出
の
た
め
の
基
準

０
１
号
議
員

（職
域
）

５
人
以
上
の
同

一
職
場
の
同
窓
生
で

あ
る
こ
と
。

０
２
号
議
員

（支
部
お
よ
び
地
域
）

支
部
に
所
属
す
る
Ｏ
Ｂ
の
代
表
並
び

に
支
部
の
な
い
地
域
に
お
い
て
は
１０
人

以
上
の
同
窓
生
よ
り
推
薦
の
あ
っ
た

者
。
０
３
号
議
員

（ク
ラ
ブ
及
び
学
生
団

体
Ｏ
Ｂ
）

同

一
ク
ラ
ブ
及
び
学
生
団
体
で
構
成

す
る
会
員
数
ｌｏ
名
以
上
の
Ｏ
Ｂ
会
で
あ

フ（一ゝ
」―́こ
。

以
上
、
評
議
員
に
つ
い
て
大
ま
か
な

流
れ
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。
詳
し
く
は

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

―
と
あ
る
１
号
議
員
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ヽ
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●
夫
が
徳
山
大
学
の
と
き
知
り
合

つ

て
、
今
月
結
婚
し
ま
し
た
ｔ　
．
緒
に

ボ
プ
ラ
祭
に
も
行

っ
た
し
、
徳
人
の

ご
仮
も
食
べ
た
し
、
と
て
も
懐
か
し

い
で
す
．
今
は
福
山
で
あ
ま
り
山
口

に
は
帰
れ
な
く
て
残
念
で
す
が
、
い

つ
か
ま
た
ホ
ブ
ラ
祭
に
行
き
た
い
で

一，
Ｃ福
山
市
在
住
　
藤
丼
知
子

２２
歳

●
徳
大
第
２１
号
読
み
ま
し
た
〓
や
つ

ば
―サ
徳
山
大
学
学
食
と
い
え
ば
、
ト

リ
ラ
イ
ス
懐
か
し
い
．
僕
も
こ
の
ト

リ
ラ
イ
ス
に
は
本
当
に
お
世
話
に
な

つ
た
１
人
な
の
で
す
〓
が
、
今
は
も

う
な
い
の
か
と
思
う
と
な
ん
だ
か
せ

つ
な
い
。
い
つ
の
日
か
徳
山
大
学
に

行

っ
た
と
き
に
食
べ
よ
う
と
思

っ
て

い
た
の
に
残
念
，
あ
と
は
大
学
祭
の

時
に
、
１
度
徳
山
に
行
き
ト
リ
ラ
イ

ス
を
…
‥
待
ち
ど
う
し
い
．

高
知
県
在
住
　
近
藤
義
浩

２６
歳

●
学
園
祭

（ポ
ブ
ラ
祭
）
は
最
高
の

盛
り
上
が
り
で
し
た
，
次
国
は
ぜ
ひ

バ
イ
レ
ー
ツ
を
呼
ん
で
く
だ
さ
い

徳
山
市
在
住
　
中
野
義
輝

２３
歳

●
ト
リ
ラ
イ
ス
の
内
容
が
な
つ
か
し

く
思
わ
ず

ヘ
ン
を
と

っ
て
し
ま

い
ま

し
た
〓
あ
き
ず
に
毎
日
食
べ
て
い
た

頃
、
そ
し
て
な
ん
と
な
く
日
の
中
に

ジ

ェ
ワ
ー
と
旨
み
が
出
て
き
た
か
ん

じ
を
思
い
出
し
ま
し
た
．

今
は
年
に

一
度
し
か
味
わ
え
な
い
な

ん
て
…
．
で
も
今
の
学
食
の
方
が
お

い
し
か
っ
た
り
し
て
…
ｔ

次
国
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
‐

高
松
市
在
住
　
濱
田
和
幸

３５
歳

●
３
月
に
卒
業
し
、
毎
日
仕
事
に
追

わ
れ
て
い
る
時
、
こ
の

「と
く
だ
い
」

が
届
き
ま
し
た
。
な
つ
か
し
か
っ
た

大
学
時
代
を
思
い
出
し
て
い
ま
す
、

赤
穂
市
在
住
　
池
田
順

一
２３
歳

●
孫
を
お
願
い
し
ま
す
。

豊
田
市
在
住
　
天
野
千
代

７０
歳

●
今
回
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
で
、
「讃
岐
屋
丼
兵
衛
」
経
営

さ
れ
て
い
る
瀬
脇
さ
ん
を
拝
見
し
て
、

主
人
は
な
つ
か
し
そ
う
で
し
た
。
大

学
時
代
野
球
部
で
、
と
で
も
お
世
話

に
な

っ
た
方
だ
そ
う
で
す
。
こ
の
よ

う
に
身
近
な
方
の
ご
活
躍
を
見
れ
る

の
は
、
校
友
会
誌
が
送
ら
れ
て
く
る

お
か
げ
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
．
卒
業

し
て
か
ら
も
近
況
が
わ
か
る
の
っ
て

ば

'肖

1舌

つ防躍
てレす
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島
~の
のくけツま友
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留 くiこ思イ大し
民 おキれいスマみ
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著 い二らしはアし′4え  し｀「も.陵忘ツて

●
も
っ
と
色
々
の
情
報
を
お
願
い
。

大
分
市
在
住
　
小
野
文
裕

３８
歳

●
い
つ
も
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
面
白

い
情
報
を
た
く
さ

ん
載
せ
て
下
さ
い
。

熊
毛
剛
在
住
　
北
角
綾
子

２３
歳

●
山
口
銀
行
周
南
団
地
支
店
に
転
勤

し
ま
し
て
、
早
く
も

一
年
が
過
ぎ
ま

し
た
。
皆
さ
ん
ご
来
店
の
折
は
、
気

軽
に
声
を
か
け
て
下
さ
い
。

徳
山
市
在
住
　
江
川
敬

一
３０
歳

いスる

●
国
府
中
学
、
多
々
良
高
校
、
徳
山

大
学
と
２
つ
上
の
瀬
脇
先
輩
の
記
事

を
見
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。

防
府
市
在
住
　
梅
田
佳
孝

３０
歳

る
キ
人
を
紹
介
し
て
も
ら
お
う
か
な
‥

広
島
市
在
住

岡
本
美
佐
代

２７
歳

●
前
回
の
フ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で

山
ロ
グ
ル
メ
ガ
イ
ド
９８
の
本
を
ブ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
も
ら

つ
て
、
呑
み
屋
さ

ん
御
食
事

コ
ー
ナ
ー
を
楽
し
く
使

っ

て
い
ま
す
〓
こ
れ
か
ら
も
ブ
レ
ゼ
ン

‐●
往
円
っ
て
い
キよ
二，
ｃ

熊
毛
町
在
住
　
熊
谷

宏
　
３９
歳

●
い
つ
も
楽
し
く
拝
見
し
て
お
―，
ま

す
．
学
生
生
活
が
懐
か
し
い
で
す
ね
〓

ぜ
ひ
、
ま
た
徳
山

へ
行

っ
て
み
た
い

一
一ヽ９
，
広
島
市
在
住
　
上
奥
正
則

３３
歳

●
今
回
の
第
２１
号
は
今
ま
で
の
も
の

よ
り
も
更
に
バ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
内

容
だ

っ
た
と
感
じ
ま
し
た
ｔ
学
内
情

報
や
お
店
の
紹
介
又
活
躍
す
る
Ｏ
Ｂ

た
ち
全
体
を
通
し
て
内
容
が
濃
か

っ

た
で
す
．
今
つ
く
づ
く
徳
山
大
学
で

本
当
に
良
か
つ
た
‐

玖
珂
郡
在
住
　
米
元
常
智

３３
歳

●
主
人
が
徳
山
大
学
出
身
で
す
〕
校

友
会
誌
が
届
く
と
う
れ
し
そ
う
に
隅

か
ら
隅
ま
で
読
ん
で
い
ま
す
．
も

っ

と
発
行
回
数
を
増
や
し
て
下
さ
い
。

岡
山
市
在
住
　
延
原

誠
　
２８
歳

い
い
で
す
ね
．
今
度
は

一

徳
大
Ｏ
Ｂ
た
ち
」
に
日
タ

キ
ュ
ー
隊
と
し
て
、
が
ん
．

<受付期間>平成 11年4月末日まで
くお問合せ>徳山大学校友会事務局内

評議員選出委員会

くTEL> 0834-28… 7454
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福
島
教
授
定
年
退
職
、
同
懇
生
に
よ
り

「福
島
発
生
に
感
謝
す
る
一〓

本
学
で
国
際
関
係
論
等
担
当
さ
れ
た

福
島
康
人
教
授
が
、
本
年
を
も
ち
ま
し

て
、
定
年
退
職
を
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

去
る
平
成
１１
年
１
月
３０
日
に
は
、
発

起
人
の
白
石
清
史
さ
ん

（２１
期
生
）
と

藤
本
優
子

（２３
期
生
）
さ
ん
た
ち
の
呼

び
か
け
で
、
「福
島
先
生
に
感
謝
す
る

会
」
が
開
か
れ
、
福
島
先
生
の
ゼ
ミ
生

ら
“
人
が
集
ま
り
ま
し
た
っ
こ
の
会
は
、

福
島
先
生
の
送
別
会
と
同
時
に
、
Ｏ
Ｂ

会
発
足
と
い
う
形
で
新
た
に
ス
タ
ー
ト

に
な
り
、
今
後
の
同
窓
会
も
開
か
れ
る

予
定
で
す
．

こ
の
日
、
東
京
か
ら
福
島
先
生
と
奥

さ
ん
が
来
ら
れ
ま
し
た
．
思
え
ば
、
福

島
先
生
は
本
学
で
の
１０
年
間
を
ず
つ
と

東
京
か
ら
徳
山
ま
で
通
わ
れ
て
い
ら
っ

し

ゃ

い
ま

し
た
〓

本
当

に
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
ｃ

《福島ゼミOB会お問い合わせ》
幹事 :自石清史さん (21期生)
0834-31-9740(留守電有)

新
横
浜
か
ら
徳
山
ま
で
新
幹
線
で
約

５
時
間
半
〓
自
宅
を
出
て
大
学
ま
で
ざ

っ
と
７
時
間
．
最
初
は
乗
る
た
び
に

「遠
い
な
ぁ
ヽ
」
と
思
っ
た
も
の
で
す
．

だ
が
次
第
に
馴
れ
、
い
つ
の
間
に
か
１０

年
が
経

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
徳
大

ヘ

の
再
就
職
が
決
ま
っ
た
時
は
、
一
下

三

の
先
輩
、
友
人
か
ら

「あ
ん
な
遠
い
所

へ
毎
週
通
勤
す
る
な
ど
無
謀
だ
」、
‐年
齢

を
考
え
ろ
」
、
「体
こ
わ
す
ぞ
」
、
と
反
対

さ
れ
、
従

っ
て

「き
つ
く
な

っ
た
ら
、

い
つ
で
も
辞
め
れ
ば
い
い
」
ぐ
ら
い
の

気
持
ち
で
し
た
ｃ
そ
れ
が
あ
っ
と
言
う

間
に
第
二
の
停
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
す
．

改
善

い
ち
じ
る
し

い
オ
リ
ゼ
ミ

短
い
よ
う
で
も
、
や
は
り
長
か
っ
た

１０
年
，
思
い
出
は
い
っ
ば
い
で
す
ｃ
最

初
に
参
加
し
た
大
学
の
行
事
は
平
成
３

年
春
、
秋
吉
台
で
の
オ
リ
ゼ
ミ
。
自
衛

隊
の
新
隊
員
教
育
を
思
わ
せ
る
挨
拶
や

掛
け
声
に
は
、
少
々
驚
き
ま
し
た
．
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
は
ス
タ
ン
ツ
と
フ
ァ

イ
ア
ー
。
そ
し
て
教
員
の
楽
し
み
は
そ

の
後
の
コ
ン
バ
。
こ
れ
は
新
参
者
の
私

に
は
先
生
た
ち
と
親
し
く
な
る
い
い
チ

ャ
ン
ス
で
し
た
〓

当
初
は
教
員
の
出
番
が
少
な
く
、
ま

た
型
に
は
ま
っ
た
行
事
が
多
か
っ
た
け

ど
、
教
員
と
学
生
が
共
に
参
加
す
る
実

質
本
位
の
内
容
に
、
年
々
改
善
さ
れ
て

V

～
′ヽγ
スえ、

い
き
ま
し
た
し
新
入
生
の
中
に
は
３
日

間
の
拘
束
を
嫌
が
る
者
も
い
る
よ
う
で

す
が
、
上
級
生
か
ら
は

「先
生
や
友
人

と
出
会
い
、
徳
大
を
知
る
機
会
に
な
っ

た
し
、
懐
か
し
い
」
と
い
う
声
を
よ
く

聞
い
た
も
の
で
す
。
校
友
会
の
皆
さ
ん

に
も
同
感
の
人
が
多
い
の
で
は
？

学
生

に
自
信
を

つ
け
た

ポ
プ

ラ
祭

で
の
発
表

次
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
大
学
の

行
事
は
、
秋
の
ポ
ブ
ラ
祭
で
し
た
．
平

成
５
年
秋
の
学
期
始
め
に
、
学
生
部
主

事
室
か
ら
こ
う
言
わ
れ
た
の
で
す
。
「ポ

ブ
ラ
祭
に
知
的
活
動
が
足
り
な
い
け
ど
、

国
際
問
題
は
ア
ピ
ー
ル
し
易
い
の
で
、

ゼ
ミ
の
展
示
研
究
発
表
を
お
願
い
で
き

な
い
か
」
と
。
学
生
の
中
に
は

一見
に

く
る
人
が
少
な
い
か
ら
」
と
渋
る
者
も

い
ま
し
た
ｃ
が
、
と
に
か
ノヽ
や
っ
て
み

る
こ
と
に
し
、
３０
名
弱
の
全
員
が
個
人
、

あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
で
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー

マ
を
決
め
て
研
究
し
、
や
っ
と
本
番
に

間
に
合
わ
せ
た
あ
り
さ
ま
で
す
。

同
時
に
、
時
事
問
題
の
世
論
調
査
、

来
観
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
ば
か
り
か
、
執
行
部
委
員
だ

つ
た

白
石
清
史
く
ん
が
全
員
の
研
究
成
果
を

「国
際
問
題
あ
れ
こ
れ
』
と
銘
打
つ
冊
子

に
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の
展
示
発
表

と
冊
∫
の
制
作
は
、
そ
の
後
も
続
け
ま

し
た
が
、
ポ
プ
ラ
祭
自
体
が
学
生
会
執

行
部
や
主
事
室
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
で
、

年
を
追
っ
て
賑
や
か
な
る
も
の
と
な
り
、

学
生
達
も
来
観
者
の
激
励
で
人
い
に
自

信
を
つ
け
た
よ
う
に
思
い
ま
す
‥

萩
往
還
で
再
認
識
し
た

吉
田
松
陰
の
人
徳

“
維
新
の
道
¨
踏
破
も
思
い
出
多
い
行

事
で
し
た
。
瑠
璃
光
寺
か
ら
萩
ま
で
Ю

キ
ロ
足
ら
ず
と
聞
き
、
そ
れ
な
ら
と
歩

く
こ
と
に
し
た
の
で
す
．
数
卜
人
の
参

加
学
生
に
は
稽
古
着
、
ト
レ
ー
ナ
ー
着

用
の
運
動
ク
ラ
ブ
員
が
多
く
、
下
駄
ば

き
姿
も
い
ま
し
た
ｃ
行
程
の
半
分
を
占

め
る
山
道
は
、
昔
の
ま
ま
に
保
存
し
て

あ
る
た
め
、
決
し
て
歩
く
易
く
あ
り
ま

せ
ん
．
私
た
ち
は
息
を
は
ず
ま
せ
、
こ

こ
を
往
来
し
た
維
新
の
志
上
た
ち
に
想

い
を
馳
せ
ま
し
た
．．

そ
れ
に
し
て
も
、
補
ら
わ
れ
の
身
の

吉
Ш
松
陰
を
運
ん
だ
カ
ゴ
か
き
は
、
こ

の
山
道
に
難
渋
し
、
カ
ゴ
を
放
り
出
し

た
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し

た
の
で
す
。
だ
が
、
実
際
に
は
そ
の
逆

で
、
史
実
に
精
し
い
中
村
道
陽
氏
か
ら

「カ
ゴ
か
き
は
カ
ゴ
が
揺
れ
な
い
よ
う
に

細
心
の
注
意
を
払
い
な
が
ら
道
ん
だ
」

と
聞
き
、
松
陰
先
生
の
人
徳
に
改
め
て

感
じ
入
っ
た
次
第
で
す
。
も
う

一
つ
、

下
駄
ば
き
の
足
に
は
途
中
か
ら
血
が
に

じ
み
出
し
た
け
ど
、
一彼
ら
は
意
気
軒
日卯
じ

し
か
も
、
な
ん
と
最
後
の
３
キ
ロ
地
点

か
ら
大
多
数
が
萩
城
下
に
向
か
っ
て
走

り
だ
し
た
の
で
す
。
勿
論
、
走
る
ど
こ

ろ
か
青
息
吐
息
で
辿
り
着
い
た
者
も
い

ま
し
た
．
が
、
と
も
あ
れ
私
は
、
教
室

で
は
分
か
ら
な
い
運
動
部
員
の
タ
フ
な

一
面
を
見
て
内
心
感
動
し
た
も
の
で
す
。

そ
れ
に
女
子
学
生
が
昼
食
作
っ
て
く
れ

る
豚
汁
は
美
味
満
点
で
し
た
．

楽

し
か

っ
た
学
生
と
の
交
流

こ
の
他
に
も
、
総
合
グ
ラ
ン
ド
が
完

成
し
て
平
成
８
年
か
ら
行
わ
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
６
月
の
体
育
祭
、
ま
た
同

８

・
９
年
と
２
回
同
行
し
た
日
華
関
係

研
究
会
の
台
湾
研
修
も
い
い
思
い
出
で

す
。
同
時
に
、
１０
年
を
通
し
て
楽
し
か

っ
た
の
は
、
や
は
リ
ゼ
ミ
学
生
と
の
交

流
で
し
た
。
毎
週
の
授
業
の
ほ
か
、
先

に
述
べ
た
ボ
ブ
ラ
祭
時
の
展
示
発
表
、

大
津
島
で
の
合
宿
、
岩
国
基
地
で
の
体

験
搭
乗
、
そ
し
て
横
須
賀
、
阿
蘇
、
湯

田
な
ど
へ
の
卒
業
旅
行
と
、
ど
れ
も
忘

れ
難
い
と
こ
ろ
で
す
．
教
職
員
や
ゼ
ミ

の
学
生

・
Ｏ
Ｂ
か
ら
誘
わ
れ
て
飲
み
に

行
き
、
夜
の
徳
山
も
多
少
は
分
か
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
こ

最
後
に
、
私
の
ゼ
ミ
の
事
業
生
た
ち

が
、
校
友
会
の

．
支
部
を
結
成
し
、
加

人
を
中
請
し
た
よ
う
で
す
●
皆
さ
ん
、

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
、
徳

山
大
学
校
友
会
誌

『と
く
だ
い
』
の
ご

発
展
を
祈
り
ま
す
ｃ
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●お便り腿晴募集 :

あなたの身近な出来事、在学時代の思い

出、同窓会の話など、なんでも結構です。

FAX 0834(28)7454

●プレゼント大募集 :

なんでも構いません。貴殿のPRも 添え
てどうぞ !

●掘責広告募集中 :

校友会誌をより充実させるためにご協力

の程宜 しくお順いいたします。

※詳しくは校友会事務局まで

o山ログルメガイド
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徳山市久米

徳山大学校友会

事務局まで
応募方法
発表は様 もって

品商望
名
齢
所
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氏
年
住
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OTEL
Oこ意見
こ感想

巻頭企画では徳山大学を優し卒業してい

な意見をいただきました。この大学に来て
って出て行く人の素直な思いです。|'洪たよ
お持ちの方も多いことと思います。こうい
って校友会は支ぇられているのではないで
も私たちは、そう思いこういう事に関わら|

.〈 学生諸氏から貴重
良かつたと心から思
うな思いや思い出を
,う純|.な母校愛によ
しょうか。少なくと
してもらってます。

（元
徳
山
大
学
教
授
　
福
島
康
人
）
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